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(訂正)平成21 年3 月期 第3 四半期決算短信の一部訂正について 

 

平成21年2月13日に公表しました｢平成21年３月期 第3四半期決算短信｣について一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正いたします。 

 

記 

 訂正箇所（訂正箇所は下線    を付して表示しております。） 

 

 (３ページ) 

 ４．その他 

 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   ②重要な資産の評価基準及び評価方法の変更 

 

    (訂正前) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が３億69 

百万円それぞれ減少しております。 

 

    (訂正後) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が４億19百万円減少し、税金等調整前 

四半期純損失が同額増加しております。 

 

 (３ページ) 

 ４．その他 

 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   ③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 

    (訂正前) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は16百万円増加し、経常利益、税金等調整前四半期 

   純利益が23百万円それぞれ増加しております。 

 

    (訂正後) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損失は23百万 

円減少しております。 

 

 (４ページ) 

  (追加情報) 

   ②有形固定資産の耐用年数の変更 

 

    (訂正前) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が、１億 

48百万円それぞれ減少しております。 

 

    (訂正後) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が１億48百万円減少し、税金等調整前 

四半期純損失が同額増加しております。 
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 (４ページ) 

  (追加情報) 

   ②従業員持株信託の借入金に対する保証債務 

 

    (訂正前) 

    従業員持株信託は、平成20年12月31日現在信託元本が１億59百万円毀損しております。 

 

    (訂正後) 

    従業員持株信託は、平成20年12月31日現在信託元本が１億75百万円毀損しております。 

 

 

 (10ページ) 

 （５）セグメント情報 

 【事業の地域別セグメント情報】 

 （注）３．会計処理方法の変更 

   （棚卸資産の評価に関する会計基準） 

 

    (訂正前) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、日本で３億69百万円減少しております。 

 

    (訂正後) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、日本で４億19百万円減少しております。 

 

 (10ページ) 

 （５）セグメント情報 

 【事業の地域別セグメント情報】 

 （注）３．会計処理方法の変更 

   （連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い） 

 

    (訂正前) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益は、欧州で16百万円増加しております。 

 

    (訂正後) 

    この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業損失は、欧州で16百万円減少しております。 
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